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交流ホール展示 

『まるりんぬりえ展』 
 

島内の保育園・幼稚園の園児        

が描いた「まるりんぬりえ」を         

村センター交流ホールに展示し        

ます。 

子どもたちの作品をぜひ見に        

来てください。 
  
 

期 間：7 月 14 日(火)～8 月 31 日(月) 

問合せ：事業課 ℡ 42-2900 
 

 
 

「県民の日」をご存じですか❓❓ 

県民の皆さんが、鹿児島の歴史や文化などを見つ

め直し、ふるさとを愛する心を育むことによっ

て、自信と誇りにあふれる、より豊かな鹿児島を

築き上げることを期する日のことです。 

「県民の日」の 7 月 14 日は、県有施設の入館・入

園料が無料となり、村センターの入館料も無料で

す。みなさんこの機会に、ぜひお越しください。

村センター交流ホール貸出案内 

島内外の方々の交流の場(交流ホール)で、絵画

等の作品を展示してみませんか？(無料) 

＊随時貸出中ですが、当財団         

の企画等により日程調整させ 

ていただくことがあります。 

★詳しくは、総務企画課 

℡42-2900 までお問合せください。 

 

理科研究に 
役立つ！ 

屋久島全般… 

屋久島の環境や
文化について分
かる！ 

郷土料理！

 

「屋久島和紙」研究会の展覧会 

「8 がつ展」・第 10 回 
小さい紙，大きい紙，自分で漉いた紙にかく 

  
期 間：8 月 11 日(火)～8 月 25 日(火） 

内 容：「屋久島和紙」を新しく創り出す為に 

独自で漉いた紙に絵や書を「かいて」

展示します。 

主 催：「屋久島和紙」研究会・漉場工房 

  場 所：村センター交流ホール 

 

7 月 14 日は「県民の日」

村センター入館料 無料！！ 



 

 

 

 

インストラクターだより     

         『コブは、家の守り神』 

インストラクター 小泉
こいずみ

 沙織
さ お り

（りん）

先日、家の玄関で、何かを口にくわえている、手のひらサイズのとても大きな“コブ”を発見しました。

コブとは、屋久島の方言で、アシダカグモのことを言います。何を食べているのか近づいて見てみると、

なんと、コブの口には、真っ二つに折りたたまれたゴキブリの姿がありました。他にも、白い幼虫のよう

なものもくわえていました。みなさんは、家のまわりでこのような光景を目にしたことはありますか。 

 蜘蛛はほぼすべて肉食と言われていて、その中でもこのコブは、ゴキブリを主食として生きています。

他の蜘蛛に比べて体長も大きく、圧倒的な存在感で、害虫とされてしまいがちですが、人体に影響を及ぼ

すほどの毒はなく、性格も臆病で無害な蜘蛛なのです。また、害虫の代表格であるゴキブリを食べてくれ

るということから、「家の守り神」とされています。このように、私たち人間の生活に、何かしらの形で

役に立っている昆虫や小動物のことを『益虫（えきちゅう）』と言います。 

このコブのように、見た目や動きが変わっていて、一見、害虫だと思う 

虫も、実は、私たちの生活の助けになっているのです。みなさんの身近な 

ところにいる、よく目にする昆虫や小動物の中にも、『益虫』が潜んでいる 

かもしれません。 

 

 
☆ ★ ☆ト ピ ッ ク ス ☆ ★ ☆ 

 
◎7 月 1 日(水)、ゆかり幼稚園の園児のみなさん

が来館され、七夕飾りをいただきました。 

 

 

 

 

 

◎村センターでは毎年七夕飾りを行なっていま

す。スタッフが作ったまるりんオリジナル飾り

も！！見に来てくださいね。 

 

 

 

 

 

 

◎6 月 12 日(金)、鹿児島県のマスコットキャラ

クター「ぐりぶー」と 

「さくら」が遊びに来 

てくれました。まるり 

んも一緒に撮影しまし 

た。 

 

 

屋久島を想う 

 村センター 鹿島 大夢 

 屋久島で生まれ育った私にとって、世 

界自然遺産の島と言われても特に実感も 

なく、正直、あまり興味もありませんでした。 

そんな私が屋久島町役場に入庁して初めて配属

された部署は、なんと自然保護を取り扱う部署で毎

日が戸惑いの日々だったことを思い出します。 

 しかし、仕事を続けるうちに、これまで自然保護

に携わってこられた方々の苦労や自然の本当の美

しさを知り、心の底から屋久島の自然を後世に残し

ていきたいと考えるようになりました。 

 早いもので入庁してから丸 4 年という月日が経

ち、縁あって、今年度から屋久島環境文化財団に配

属となりまして、「自然保護」だけではなく、「環境

文化」という側面から屋久島を見直す機会をいただ

きました。 

 私自身、まだまだ未熟で、屋久島のために出来る

ことは微々たるものかもしれませんが、多くの方の

お力添えをいただきながら、初心を忘れず、日々精

進して参りたいと思います。 

【休館日】
〇村センター  7/6（月）・7/13（月） 
〇研修センター 7/6（月）・7/13（月） 
※夏休み期間中の 7/20(月)～8/31(月)は毎日開館いたします。ぜひご来館ください。 
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